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理解度チェック その２ 
 
１．100 字以内で説明せよ。 
 
  国際機構の法人格      客観的法人格 
  黙示的権限       有効性の推定 
  国際公務員       国連行政裁判所 
  国連総会決議の法的効力     国家の経済権利義務憲章 
  国連安全保障理事会決議の法的効力    国連と国内管轄事項 
  グローバル・コンパクト     “authorization” 
  集団安全保障      集団的自衛 
 
 
２．次の事例・裁判例の 
  (1)事実関係 
  (2)(裁判例であれば)裁判所の判断 
  (3)国際機構法理論の観点からの重要性 
 を簡潔に整理せよ。 
 
 国連損害賠償事件 
 ある種の経費事件 
 国連大学事件 
 核兵器使用の合法性事件(WHO の要請) 
 ニッサン事件 
 中国代表権問題 
 インドネシアの脱退 
 (第二次)湾岸戦争 


